
「平成 28 年熊本地震」の対応について（熊本大学附属図書館） 

 

 

１．はじめに 

  熊本県では、4/14（木）21 時 26 分に最大震度 7（Ｍ6.5）の前震、4/16（土）1 時 25 分に最大震度

7（Ｍ7.3）の本震が発生。附属図書館全館（中央館、医学系分館、薬学部分館、旧館（黒髪共用棟））

においても大きな被害が発生した。 

地震発生から 7 ヶ月が経過した現在も完全復旧までには至っていないが、当館における業務再開状

況等の震災対応について報告する。 

 

２．地震発生後直後の対応 

（１）初期対応等について 

  ○前震発生後 

    前震発生時、中央館は外部委託（丸善雄松堂（株））スタッフ 2名により開館中であり、館内に

は 100 名程の利用者がいた。揺れがおさまった後、スタッフが利用者に対して書架等の危険な場

所から離れて安全を確保するよう声をかけながら館内を回ったところ、図書の落下はあったが怪

我人はいなかった。その後、余震がおさまった頃を見計らい、利用者に対して館外への避難誘導を

行った。 

    地震発生から 20分程経過した頃、図書館課職員 3名が中央館に到着し、スタッフから地震対応

の報告を受けた後に閉館措置を行い、被害状況を確認した（目視では図書の落下のみ確認）。確認

後、緊急連絡網により状況を報告するとともに、職員の安否確認を開始した。 

    なお、前震発生時、医学系分館及び薬学部分館には、閉館後の時間外（24 時間）利用者はいな

かった。 

    翌 4/15（金）は全館臨時休館とし、安否確認を継続して全員の無事を確認した。出勤した職員

が建物の点検、落下図書の再配架を開始していたが、4/16（土）に本震が発生し被害が拡大した。 

  ○本震発生後 

4/16（土）朝から、あらためて緊急連絡網により当課職員の安否確認を行い、同日夕方には全員

の無事を確認した。併せて参集した職員により被害状況を確認し、館長に報告した。各館とも 4/15

（金）以降休館としていたことから、利用者の被害は無かった。 

その後の対応については、次の（２）対策チーム設置に記載。 

（２）対策チーム設置 

   4/18（月）に開催された臨時部局長等連絡調整会議において、学長（災害対策本部長）から、各部

局に対して「平成 28 年熊本地震」対策チームを設置し復旧に必要な検討事項の洗い出しと今後の復

旧工程表を作成するよう指示があり、これを受けて、同日、図書館長を隊長として図書館対策チーム

を設置し活動を開始した。 

   対策チームでは、毎朝、前日の活動報告と当日の復旧作業を確認するとともに、短期・中期・長期

的な問題について検討を行った（地震発生から 1月後の 5/16（月）からは月・木曜日に開催）。 

 



３．被害状況について 

（１）人的被害 

   利用者、職員、スタッフともになし。 

（２）物的被害 

 ○建物 

場   所 被 害 状 況 

中央館 壁ひび割れ（多数） 

医学系分館 壁・柱・天井等剥落（5ヶ所）、壁ひび割れ（多数）、天井・床水漏れ（7ヶ所） 

薬学部分館 壁・床ひび割れ（多数） 

旧館（黒髪共用棟） 壁・床ひび割れ（多数） 

○書架  

場   所 被 害 状 況 

中央館 固定書架ボルト緩み 3ヶ所、ハンドル式書架歪み 1台、電動書架故障 2ヶ所 

医学系分館 書架倒壊 4台（解体済、廃棄未）、書架歪み 55 台、電動書架故障 88ヶ所 

薬学部分館 ハンドル式書架歪み等 10ヶ所 

旧館（黒髪共用棟） 倒壊なし（目視による点検） 

  ○図書等の破損等 

場   所 被 害 状 況 

中央館 23 冊（破損） 

医学系分館 100 冊以上（破損及び水損） 

薬学部分館 8 冊（破損） 

旧館（黒髪共用棟） 調査中（※古書が多いため） 

研究室 182 冊（水損）〈※5月末までの申出数〉 

貸出図書 18 冊（水損）〈※5月末までの申出数〉 

○落下図書等 

場   所 被 害 状 況 

中央館 約 70,000 冊 

医学系分館 約 33,000 冊（地下書架は修理前のため床に仮置中） 

薬学部分館 約 7,000 冊 

旧館（黒髪共用棟） 約 10,000 冊（床に仮置中） 

  ○パソコン 

場   所 被 害 状 況 

中央館 キーボード足破損 5台、ディスプレイ不具合 1台 

医学系分館 被害なし 

薬学部分館 被害なし 

  ○貴重資料 

古文書等の被害なし。 



（３）ライフライン 

ライフライン 被 害 状 況 等 

電力 通常どおり供給 

上水道 一時停止、停止期間中は井戸水（地下水）で対応 

都市ガス 一時停止、4月中に供給再開 

エレベーター 【中央館業務用】安全確保のため一時使用中止後、4/21（木）から再開 

図書情報システム 通常どおり稼働（インターネット上のトラブルなし） 

 

４．復旧作業の状況 

（１）地震発生～4月末 

  ○4/18（月）から図書館対策チームによる復旧活動を開始したが、当課職員・スタッフ全員が揃うま

で 1週間を費やした。 

  ○当面休館とし、まず施設担当部とともに各館の被害状況の確認（前述の「３．被害状況について」

参照）と危険箇所の把握を行い、併せて業者による書架等の点検を実施した。 

○東日本大震災の資料を参考にして、余震による 2 次災害の予防と職員の健康管理等に配慮しなが

ら落下図書の再配架を開始した。 

○落下図書については、まず分類毎に整理して床に仮置。その後、書架の上部 2 段を残して再配架

し、図書又は書棚を紐で括り余震に備えた。上部 2段には、状況を見て残りの図書を配架した。 

○各方面から支援活動が始まり、当館としては、被災者の図書館利用に係る便宜供与を九州地区国立

大学の各館にお願いした。 

○本学の授業再開日が 5/9（月）となり、本学学生の学修の場を確保するため、中央館 1階のラーニ

ングコモンズを早期に開放することとし、連休前の 4/28（木）までに整備した。 

（２）5 月～ 

○5/2（月）から中央館のラーニングコモンズ（パソコンコーナーを含む）を臨時的に開放。連休期

間中は外部委託スタッフに加えて当課職員が交替で勤務し対応した。 

  ○5/2（月）医学系分館 1階の倒壊書架 4台を解体した。 

  ○5/9（月）からの授業再開に合わせ、学内外の利用者に対して次のとおり部分的に再開し、以後、

復旧作業の進展に合わせて利用可能なエリア・サービスを順次拡大した。書架への立入について

は、ヘルメット着用の上、利用可とした。 

  

【各館の再開状況】 

  ○中央館 

日  時 事   項 時 間 帯 

5/ 2（月） 1 階ラーニングコモンズ（ＰＣコーナー含む）再開 平日 10:00～18:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

5/ 9（月） 中地下多目的ラウンジ、南棟再開 〃 

5/10（火） 2 階閲覧室（大型本書架は一時立入禁止）、ＰＣルーム

再開 

〃 



5/23（月） 開館時間延長 

地下書庫再開 

平日 8:40～18:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

6/ 1（水） 通常開館 平日 8:40～22:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

 ○医学系分館 

日  時 事   項 時 間 帯 

5/10（火） 2 階閲覧室・グループ学修室Ｂ・ＰＣコーナー再開 平日 9:00～17:00 

5/17（火） 2 階図書書架再開 〃 

6/ 1（水） 開館時間延長 

1 階解体書架撤去、1階閲覧室・南側雑誌、2階雑誌・

グループ学修室Ａ再開 

平日 9:00～19:00 

6/20（月） 通常開館 平日 9:00～21:00 

土・日・祝 12:00～18:00 

※時間外利用は当面禁止 

9/27（火） 電動書架修理完了、1階北側雑誌再開 〃 

○薬学部分館 

日  時 事   項 時 間 帯 

5/ 9（月） 通常開館（1階書庫の利用は当面禁止） 平日 9:00～17:00 

※時間外利用は当面禁止 

7/19（火） 1 階書庫再開（通常開館時のみ） 〃 

時間外利用再開 

   

５．他大学等からの支援状況 

熊本地震で被災した学生及び教職員に対する図書館サービス支援のメッセージが、地震発生の翌週

から九州地区の大学及び東北大学の附属図書館ＨＰに掲載され、4/21（木）以降は、国立大学図書館協

会に「平成 28 年熊本地震への図書館サービス支援」として情報の取り纏めを引受けて頂き、支援の輪

が全国に広がった。 

支援して頂いた方々に対しては、授業再開日の 5/9（月）、当館ＨＰに図書館長のお礼を掲載した。 

 

６．「平成 28 年熊本地震」に関する資料等の収集・保存 

「平成 28 年熊本地震」に関連した資料を収集・保存・公開するため、6 月中旬、当課内に震災記録

ＷＧを設置し、まず、熊本地震発生から 3 ヶ月経過した 7/14（木）に、当館ＨＰで震災資料提供の依

頼を開始した。（別添写真） 

当館では、大学図書館として熊本地震に関する調査研究活動報告等の学術的な資料の収集に主眼を

置いて収集活動に当たっており、熊本地震発生から半年経過した 10/14（金）には、当館ＨＰに「熊本

地震ライブラリ」を公開し、併せて震災資料の館内展示を開始した。（別添写真） 

 



また、熊本県においても復興計画の中で「デジタルアーカイブ事業」が策定されており、11/16（水）

には第 1 回熊本地震デジタルアーカイブ推進連絡会議が開催され、事業への協力・連携について依頼

が行われた。 

 

７．今後の課題等 

（１）未復旧施設設備等の修復 

○倒壊・変形書架の修復（予算化されたが作業は年度末にかけて） 

○老朽化した旧館書庫の再整備 

○建替のため立入禁止とされている施設に残された図書の対応 

（２）「熊本地震ライブラリ」の整備・充実と熊本県「デジタルアーカイブ事業」との連携（人・モノ・

カネへの対応） 

 

                                      ― 以 上 ― 



２０１６．４．１４（前震直後）撮影 中央館２Ｆ書架 ２０１６．４．１６（本震当日）撮影 中央館２Ｆ書架

２０１６．４．１５（前震翌日）撮影 医学系分館１Ｆ書架 ２０１６．４．１８（本震２日後）撮影 医学系分館１Ｆ書架



２０１６．４．１８（本震２日後）撮影 医学系分館地下書架 ２０１６．４．１８（本震２日後）撮影 中央館玄関
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２０１６．４．１９（本震３日後）撮影 中央館図書仮置作業 ２０１６．４．２２撮影 医学系分館図書再配架作業

２０１６．５．１０撮影 中央館書架利用者対応 ２０１６．９．１５撮影 中央館カウンター内壁（ひび割れ）



２０１６．１０．６撮影 中央館２Ｆ書架上部つなぎ（壁固定部） 地
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地震発生から６ヶ月後に発信した熊本地震ライブラリ（ＨＰ） ２０１６．１０．１４撮影 中央館２Ｆ震災資料展示コーナー
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